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Ⅰ．2018年3⽉期第2四半期 連結決算 Ⅱ．2018年3⽉期の取組み状況
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2018年3⽉期第2四半期 連結決算状況
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１．2018年3⽉期第2四半期 連結決算

（単位：百万円）【PL概況】

通期予想

債権取扱⾼ 95,558 101,676 105,357 3,681 103.6% -

営業収益 1,721 1,833 1,509 △ 323 82.3% 3,450
アセットビジネス事業 985 919 903 △ 15 98.3% -

ソリューション事業 675 913 605 △ 307 66.3% -

(内、ストアークルーズ収益) (138) (358) (-)                (△ 358) -                  -

その他事業 60 - - - -                  -

⾦融費⽤ 77 57 29 △ 28 51.5% -

販売管理費 760 842 783 △ 59 93.0% -

(内、ストアークルーズ販管費) (56) (90) (-)                (△ 90) -                  -

営業利益 882 933 696 △ 236 74.6% 1,540
(内、ストアークルーズ営業利益) (82) (268) (-)                (△ 268) -                  -

営業利益率 51.3% 50.9% 46.1% - - 44.7%

経常利益 894 951 701 △ 250 73.7% 1,540
経常利益率 52.0% 51.9% 46.5% - - 44.7%

773 799 446 △ 352 55.9% 1,060

四半期純利益率 44.9% 43.6% 29.6% - - 30.8%

親会社株主に帰属する

四半期純利益

2016.3
2Q

2017.3
2Q

増減 前年同期⽐
（参考） 2018.32018.3

2Q

2017年1⽉に売却した連結⼦会社ストアークルーズ㈱（レジ事業）の影響を除けば、
前年同期⽐で実質増収・増益を達成
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債権取扱⾼推移（業種別 ）

２．債権取扱⾼

⼩売業向け債権取扱⾼は、納⼊企業向け営業の強化により引き続き伸⻑

医療・介護分野向け債権取扱⾼は、⼤⼝先の⼊替わり等があったものの、ほぼ横ばい

（単位：百万円）

百万円
（※構成⽐）

（19.4%）

（2.4%）

（75.5%）

（0.7%）
（1.9%）

■⼩売/卸売 ■医療/介護
■メーカー ■サービス
■海外事業(タイ) ■その他

構成⽐ 構成⽐ 構成⽐

債権取扱⾼ 95,558 100.0% 101,676 100.0% 105,357 100.0% 3,681 103.6%

⼩売/卸売 64,611 67.6% 74,849 73.6% 79,498 75.5% 4,648 106.2%

医療/介護 23,397 24.5% 20,852 20.5% 20,463 19.4% △ 388 98.1%

メーカー 2,686 2.8% 2,544 2.5% 2,490 2.4% △ 54 97.9%

サービス 854 0.9% 590 0.6% 690 0.7% 99 116.8%

海外事業（タイ） 3,487 3.6% 2,610 2.6% 1,964 1.9% △ 646 75.2%

その他 521 0.5% 228 0.2% 251 0.2% 22 109.8%

2018.3 2Q 前年
同期⽐増減

2016.3 2Q 2017.3 2Q
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３．アセットビジネス事業

⼩売業向け債権買取収益は、債権取扱⾼が増加したものの、収益性の⾼い⼤⼝利⽤先の
取扱⾼減少や、⽴替⽇数の減少等により、全体的な収益率が低下

医療・介護分野向け債権買取収益は、新規先獲得により⼿数料収⼊が増加

（単位：百万円）

（10.6%）

（2.7%）

（73.3%）

（0.9%）
（6.5%）

アセットビジネス事業 収益推移（業種別）

百万円
（※構成⽐）

■⼩売/卸売 ■医療/介護
■メーカー ■サービス
■海外事業(タイ) ■その他

構成⽐ 構成⽐ 構成⽐

アセットビジネス事業収益 985 100.0% 919 100.0% 903 100.0% △ 15 98.3%

⼩売/卸売 682 69.3% 726 79.0% 662 73.3% △ 63 91.2%

医療/介護 114 11.7% 83 9.1% 95 10.6% 11 114.0%

メーカー 27 2.8% 27 2.9% 24 2.7% △ 2 88.9%

サービス 12 1.2% 8 0.9% 7 0.9% △ 0 94.6%

海外事業（タイ） 41 4.2% 46 5.1% 59 6.5% 12 126.9%

その他 106 10.8% 27 3.0% 54 6.1% 27 197.0%

前年
同期⽐増減

2016.3　2Q 2017.3　2Q 2018.3　2Q
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４．ソリューション事業

（単位：百万円）
百万円

ソリューション事業 収益推移

前期第4四半期において、ドン・キホーテグループ向けレジ業務を売却
（ストアークルーズ㈱（レジ事業）を2017年1⽉26⽇付で売却）

既存ソリューション事業は堅調に推移

■ソリューション事業(ストアークルーズを除く)
■ストアークルーズ

537

554
605

138

358675

913

605
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2Q

2017.3
2Q

2018.3
2Q

増減 前年
同期⽐

営業収益 1,721 1,833 1,509 △ 323 82.3%

985 919 903 △ 15 98.3%

 ソリューション事業収益 890 1,817 713 △ 1,104 39.3%

ソリューション事業原価 214 903 107 △ 796 11.9%

ソリューション事業 675 913 605 △ 307 66.3%

（内、ストアークルーズ収益） (138) (358) (-)           (△ 358) -

39.3% 49.8% 40.1% - -

60 - - - -

アセットビジネス事業

ソリューション事業
対営業収益⽐率

その他事業
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⾦融費⽤

５．⾦融費⽤

（単位：百万円）

⾦融費⽤推移

百万円百万円

外部環境及び芙蓉リースグループへ⼊ったことにより、さらに資⾦調達コストは低減

2016.3
2Q

2017.3
2Q

2018.3
2Q

増減 前年
同期⽐

債権取扱⾼ 95,558 101,676 105,357 3,681 103.6%

営業収益 1,721 1,833 1,509 △ 323 82.3%

⾦融費⽤ 77 57 29 △ 28 51.5%

有利⼦負債残⾼ 14,052 11,368 11,682 314 102.8%

⾦融費⽤・社債利息
      営業収益 4.8% 3.3% 2.1% - -
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６．販売管理費

当社単体では従業員が増加したものの、前期第4四半期において連結⼦会社
（ストアークルーズ㈱）を売却したことにより、全体の販売管理費は低減

（単位：百万円）

販売管理費推移

百万円 ■管理費 ■⼈件費 ■販売費
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対営業収益⽐ 対営業収益⽐ 対営業収益⽐

営業収益 1,721 100.0% 1,833 100.0% 1,509 100.0% △ 323 82.3%

⾦融費⽤ 77 4.5% 57 3.2% 29 2.0% △ 28 51.5%

販売費 241 14.0% 265 14.5% 254 16.9% △ 11 95.8%

⼈件費 323 18.8% 335 18.3% 316 21.0% △ 18 94.4%

管理費 195 11.4% 241 13.2% 212 14.0% △ 29 87.9%

販売管理費合計 760 44.2% 842 46.0% 783 51.9% △ 59 93.0%

(内、ストアークルーズ販管費) (56) ( 3.3% ) (90) ( 4.9% ) -           -           (△90) -           

営業利益 882 51.3% 933 50.9% 696 46.1% △ 236 74.6%

社員（⼈） 126 - 206 - 117 - △ 89 56.8%

(内、当社単体) (81) - (93) - (101) - (8) 108.6%

2017.3 2Q 2018.3 2Q 前年
同期⽐増減

2016.3　2Q
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７．営業利益・経常利益・四半期純利益

営業利益・経常利益・四半期純利益の推移

レジ事業の売却の影響を除き、営業利益は実質増加
四半期純利益※１は、法⼈税等の増加に伴い減少 ※１ 親会社株主に帰属する四半期純利益

（単位：百万円）
2016.3

2Q
2017.3

2Q
2018.3

2Q
増減 前年

同期⽐

882 933 696 △ 236 74.6%

(内、ストアークルーズ営業利益) (82) (268) (-)            (△ 268) -

11 18 5 △ 13 28.5%

894 951 701 △ 250 73.7%

△ 0 14 △ 7 △ 22 -

894 966 694 △ 272 71.8%

法⼈税等 121 114 247 132 215.7%

- 53 0 △ 52 1.1%

773 799 446 △ 352 55.9%
親会社株主に帰属する

四半期純利益

特別損益

経常利益

営業外損益

営業利益

税⾦等調整前
四半期純利益

⾮⽀配会社株主に帰属する

四半期純利益
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８．BSの概況

資産・純資産推移

百万円
■現預⾦ ■買取債権 ■その他
■純資産 ⾃⼰資本⽐率 （単位：百万円）

2017.3 2018.3
2Q

2016.3

総資産・純資産ともに、ほぼ横ばい

当四半期末⾃⼰資本⽐率は、45.4%

2016.3 2017.3 2018.3
2Q

増減 前期末⽐

総資産 21,460 22,255 23,130 875 103.9%

純資産 7,390 10,268 10,515 247 102.4%

⾃⼰資本⽐率 34.1% 46.1% 45.4% - -
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Ⅱ．2018年3⽉期の取組み状況
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芙蓉リースグループとの連携

１．ＦＰＳにおける取組み ①

芙蓉リースグループのネットワークを活⽤することで、コンタクト先は確実に増加
株式会社トライアルカンパニーとＦＰＳ導⼊の業務提携契約を締結し、買取に向け準備中

⼩売・流通企業
㈱トライアルカンパニー
㈱ニシムタ 等

ṇ

FPS
（債権買取）

その他
⾦融サービス

スグイル
（給与先払い）

アウト
ソーシング
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１．ＦＰＳにおける取組み ②

⽀払企業獲得施策

現在、サプライチェーンに対する幅広いサービスを提供

商流の業務効率化をサポートする総合的なソリューション提案を強みとして、
⼩売業のみならず、卸売業、物流業に対しても積極的なアプローチを実施

メ ー カ ー
⼆ 次 卸⼩ 売 企 業

物 流 企 業 物 流 企 業

受発注システム
（EDI）

・FPS（商流ファイナンス）
・BPO（買掛管理）
・受発注システム導⼊サポート
・SUGUIRU

卸 売 企 業

商 流

物 流

⾦ 流

商 流

物 流

⾦ 流

受発注システム
（EDI）
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２．医療・介護分野における取組み

医療・介護分野の進捗と今後の取り組み

〈 買取債権残高・取引法人数 推移 〉

⼤⼝先の変動は⼤きいものの、介護施設を中⼼とした⼩⼝債権の取扱いは堅調に積み増し

芙蓉総合リースとの連携により、既存顧客引受け（移管案件）及び紹介案件が進捗

各地域⾦融機関・グループ親密リース企業とアライアンスを締結し、顧客紹介のための
ルートを確保

3,174
3,730

2,982 2,811

80

94

135

161

0

50

100

150

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2016.3 2016.9 2017.3 2017.9

買取債権残⾼
取引法⼈数

※ その他アライアンス検討業種
医療コンサルタント、医療機器メーカー
リネンサプライ、税理⼠ 等

親密先

案件紹介

案件紹介
移 管

アライアンス先

地域⾦融機関

南⽇本銀⾏、
三重銀⾏、
福邦銀⾏、他2⾏
その他信⽤⾦庫等

親密リース企業

中道リース
その他リース会社

百万円 法⼈



15Copyrights© 2017 Accretive Co., Ltd. all rights reserved.

54 20 14

190

130

56

0

50

100

150

200

2015.9 2016.9 2017.9

３．海外拠点における事業展開

百万THB

事業進捗(タイ)と今後の展開

サービシング事業において、不動産担保付き不良債権（NPL）を新規購⼊

新規サービスとして芙蓉総合リース協⼒のもとリース及びバックファイナンス事業を開始予定
（地場建機販売企業向けセールス&リースバック取引）

芙蓉総合リースの顧客基盤からFPS型（⼀括ファクタリング）⽀払企業の発掘を検討
（主に⾃動⾞関連業、⼩売・卸売業で現地仕⼊を⾏っている⽇系進出企業を対象）

〈 海外事業収益（タイ） 事業別推移 〉

41
35

21

11 37

41
46

59

0

20
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60
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2Q

百万THB

〈 Accretive Asset Management(Thailand) 保有NPL残高推移〉

54

210 199

■債権買取事業
■サービシング事業

■ポートフォリオA
■ポートフォリオB
■ポートフォリオC
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４．新規サービスに関する取組み

㈱ヘルスケア・フィット（㈱ウィルグループ⼦会社）

との協業による、整⾻院向け療養費請求代⾏
及びファイナンスサービス（融資）を開始し、
徐々に残⾼を積み増し

整⾻院向けファイナンスサービスの取組み

ドン・キホーテグループに対し９⽉より導⼊・
利⽤開始

外国⼈労働者の利便性向上のため、
多⾔語対応、海外送⾦サービスを検討

「SUGUIRU」の営業施策

百万円 院
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５．2018年3⽉期 業績予想 （2017.04.01〜2018.03.31）

（単位：百万円）

業績予想

2016.3 2017.3 2018.3
通期予想

営業収益 3,623 3,450 3,450 0 100.0%

(内、ストアークルーズ) (333) (489) - (△ 489) -

営業利益 1,845 1,704 1,540 △ 164 90.4%

(内、ストアークルーズ) (208) (347) - (△ 347) -

経常利益 1,850 1,739 1,540 △ 199 88.5%

親会社株主に帰属する

当期純利益 1,729 3,088 1,060 △ 2,027 34.3%

営業利益率 50.9% 49.4% 44.6% - -

配当 （円/株） 3.60 4.50 4.50 0.00 -

前期⽐増減
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本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。
こうした記述は将来の業績を保証するものではなく、
リスクと不確実性を内包するものです。
将来の業績は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い、
予想対⽐変化する可能性があることにご留意ください。

■ 資料に関するお問合せ先
アクリーティブ株式会社 社⻑室
電話番号 03-3552-8701
E-mail     ir@accretive.jp

将来⾒通しに関する注意事項


